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4面／【連載第12回】豆塚エリ「〝生きづらい〟あなたへ」
10面／【大分のリーディングカンパニー】三浦国土建設
16面／ベツダイホーム＆ベツダイリホーム
　　　「マイホームサポートキャンペーン」

ピックアップ

芸
術
の
秋
の
建
物
探
訪プレゼント

14面／豊後牛と椎茸のしぐれ煮

　

芸
術
の
秋
が
到
来
し
ま
し
た
。
美
術
館

な
ど
で
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
ア
ー
ト
作

品
を
楽
し
む
の
も
素
敵
で
す
が
、
施
設
の

建
築
に
も
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
分
市
内
に
は
、
世
界
的
に
活
躍
す
る

建
築
家
・
坂 

茂
氏
設
計
の「
大
分
県
立
美

術
館（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）」や
、「
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
」を
は
じ
め
と
し
た〝
磯
崎
新
建
築
〞、

明
治
期
洋
風
建
築
の
重
厚
な
赤
レ
ン
ガ
造

り
が
今
も
な
お
残
る「
大
分
銀
行
赤
レ
ン

ガ
館
」な
ど
、
貴
重
な
建
築
を
鑑
賞
で
き

る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

日
常
の
中
に
あ
る
建
物
も
、
視
点
を
変

え
る
と
美
し
い
造
形
や
思
想
が
息
づ
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
芸
術
と

暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
建
築
を
、
こ
の
秋
の
散

策
に
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

大分市の「アート×建築」
2・3面／芸術の秋に楽しみたい

特  集

大
分
で
出
会
う

名
建
築

大
分
で
出
会
う

名
建
築

大
分
で
出
会
う

名
建
築

大
分
で
出
会
う

名
建
築

大分県立美術館（OPAM）大分県立美術館（OPAM）

※お知らせ 「府内探訪」は紙面都合により休載します。
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1.11月22日（土）から開館10周年記念「きらめく日本美術 
1300年の至宝展」、来年1月には「金曜ロードショーとジブリ
展」などを開催予定

2.通りを歩行者天国にすることで、向かいのiichiko総合文
化センターと一体となったイベントの開催も可能

1.安藤泉氏によるゾウの彫刻《遊星散歩》が設置された
展望広場。幅広い世代に親しまれる人気のスポットだ

2.10月3日（金）まで「Meet Bamboo！丘の上のコレクションと
竹との出会い」を開催中。人間国宝・生野祥雲斎の作品をは
じめ、若手竹工芸家や竹を材とする現代美術家の作品を紹介

住所_大分市大字上野865
TEL_097-554-5800
開館時間_10:00～18:00（最終入館：17:30）
休館日_月曜（祝日の場合は翌日）
※第1月曜は開館、翌火曜休館
（特別展開催中は火曜も開館）

大分市美術館

住所_大分市寿町2-1
TEL_097-533-4500
開館時間_日～木曜、祝日 10:00～19:00／
金・土曜 10:00～20:00
（最終入館：閉館の30分前）
休館日_なし（臨時休館あり）

大分県立美術館（OPAM）

大分市美術館
設計：内井昭蔵

大分県立美術館（OPAM）
設計：坂 茂

建
築
と
ア
ー
ト
が
融
合
す
る

街
に
開
か
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

自然と共鳴する
静けさと芸術の対話空間

A
rt × A

rchitecture

　

緑
豊
か
な「
上
野
丘
子
ど

も
の
も
り
公
園
」の
中
に
あ
る

大
分
市
美
術
館
。市
街
地
を

見
渡
せ
る
丘
の
上
に
位
置
し
、

喧
騒
を
離
れ
た
静
か
な
環
境

の
中
で
、芸
術
と
じ
っ
く
り
向

き
合
え
る
場
所
で
す
。建
物

の
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、

「
世
田
谷
美
術
館
」や
「
桜

台
コ
ー
ト
ビ
レ
ジ
」で
知
ら
れ

る
建
築
家
・
内
井
昭
蔵
氏
。

自
然
と
の
調
和
を
重
視
し
、

周
囲
の
景
色
に
溶
け
込
む
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、屋
外
に
も
現
代
彫
刻
家

の
作
品
が
点
在
し
、公
園
の

散
策
路
と
一
体
と
な
っ
て
訪
れ

る
人
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
開
館
10
周
年

を
迎
え
た
、大
分
県
立
美
術
館

（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）。２
月
に
は
累
計

入
館
者
数
が
５
０
０
万
人
を
突

破
し
た
人
気
の
美
術
館
の
設

計
を
手
が
け
た
の
は
、「
建
築
界

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」と
も
称
さ
れ
る

プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
建

築
家
・
坂 

茂
氏
で
す
。「
五
感
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」「
出
会
い
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、美
術
に
馴
染
み
の
な
い

人
々
も
気
軽
に
訪
れ
ら
れ
る
よ

う
、1
階
は
通
り
か
ら
中
の
様

子
が
わ
か
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
構

造
を
採
用
。ま
た
、建
物
正
面

は
、全
面
開
閉
可
能
な
ガ
ラ
ス

の
水
平
折
戸
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、開
放
時
に
は
美
術
館
が

「
縁
側
」の
よ
う
に
街
に
開
か
れ

た
空
間
と
な
り
ま
す
。大
分
県

の
竹
工
芸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ

ザ
イ
ン
も
斬
新
で
す
。

１

１

2

2

「
ア
ー
ト ×

 

建
築
」

大
分
市
の

芸
術
の
秋
に
楽
し
み
た
い

開
館
10
周
年
を
迎
え
た
大
分
県
立
美
術
館（
O
P
A
M
）を
は
じ
め
と
す
る
、大
分
市
内
の
身
近
な
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
。

企
画
展
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
の
数
々
は
鑑
賞
者
を
夢
中
に
し
ま
す
が
、

そ
の
建
物
自
体
に
も
作
品
と
し
て
の
趣
が
あ
り
ま
す
。芸
術
の
秋
、建
築
に
も
注
目
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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明治の美が息づく
大分市の歴史的建造物

1.空襲により内部を焼失したが、戦後に復元。市内に現存する唯
一の明治期洋風建築として、今もその歴史を伝え続けている

2.ライトアップされた姿を府内５番街からとらえた一枚。
1996年には国の登録有形文化財に指定された

住所_大分市府内町2-2-1
TEL_OITA MADE SHOP：097-533-1616／
タウトナコーヒー：097-529-6633
開館時間_OITA MADE SHOP
10:00～18:00（※日曜～17:00）／
タウトナコーヒー 11:00～18:00
休館日_水曜

大分銀行赤レンガ館

　

大
正
2
年
竣
工
の
重
厚

な
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が

印
象
的
な
、大
分
銀
行
赤
レ

ン
ガ
館
。銀
行
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
貸
金
庫
を
設
置
す
る
ほ

か
、大
分
の
逸
品
を
現
代
の

感
覚
で
紹
介
す
る
セ
レ
ク
ト

シ
ョッ
プ
や
、カ
フ
ェ
を
備
え
た

複
合
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
設
計
を
手
が

け
た
の
は
、東
京
駅
や
日
本

銀
行
本
店
の
設
計
で
知
ら
れ

る
建
築
家
・
辰
野
金
吾
、片

岡
安
の
両
氏
。ル
ネ
サ
ン
ス
様

式
を
基
調
と
し
、赤
レ
ン
ガ
と

白
い
御
影
石
に
よ
る
帯
状
の

装
飾
が
、美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。

戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
象
徴

磯
崎
新
の
原
点

　

大
分
市
役
所
に
隣
接
す
る

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
は
、世
界
的
建
築

家
・
磯
崎
新
氏
が
35
歳
の
時
に

手
が
け
た
、初
期
の
代
表
作
の一

つ
で
す
。革
新
的
な
設
計
と
空

間
構
成
は
、半
世
紀
以
上
を
経

た
今
も
な
お
新
鮮
な
魅
力
を

放
っ
て
い
ま
す
。外
観
は
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
幾
何

学
的
な
デ
ザ
イ
ン
。内
部
に
は
、

ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
を
多
用
し
た
立

体
的
な
構
成
や
、「
60
'ｓ
ホ
ー

ル
」と
呼
ば
れ
る
開
放
的
な
大

空
間
が
広
が
り
ま
す
。3
階
に

は「
磯
崎
新
建
築
展
示
室
」が

設
け
ら
れ
て
お
り
、模
型
や
資
料

を
通
し
て
、思
想
や
設
計
プ
ロ
セ

ス
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

磯崎新が地元大分に残した
貴重な建築作品

　

豊
の
国
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、

大
分
県
立
図
書
館
・
県
公
文
書

館
・
県
立
先
哲
史
料
館
の
3
つ
の

機
能
が一
体
と
な
っ
た
複
合
文
化
施

設
で
す
。特
筆
す
べ
き
は
、一
辺
約
15

メ
ー
ト
ル
の
立
方
体
ホ
ー
ル
に
、円
盤

状
の
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

が
内
接
す
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
。

隙
間
か
ら
差
し
込
む
自
然
光
が
浮

遊
感
の
あ
る
造
形
を
際
立
た
せ
、

訪
れ
る
人
々
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

豊
の
国
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

別
府
市
山
の
手
に
あ
る
複
合
施

設
で
、国
際
会
議
や
別
府
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
音
楽
祭
を
は
じ
め
、多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る
の
が
、

高
さ
1
2
5
メ
ー
ト
ル
の
展
望
塔

「
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ワ
ー
」で
す
。直
立

す
る
2
本
の
支
柱
を
包
む
よ
う
に
配

置
さ
れ
た
弧
状
の
補
助
柱
が
特
徴

的
で
、ま
さ
に〝
ビ
ー
コ
ン（
灯
台
）〞

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
感
で
す
。

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）

アートプラザ（旧大分県立図書館）
設計：磯崎新

大分銀行赤レンガ館
設計：辰野金吾・片岡安

１

１

2

1.時代を先取りした独創的な空間構成が評価され、2022
年に国の登録有形文化財にも登録されている

2.60’sホールを横切る梁の上の通路。ホールでは、常設
展示される前衛芸術家グループ「ネオダダ」などの現代
美術作品が展示される

住所_大分市荷揚町3-31
TEL_097-538-5000
開館時間_9:00～22:00
（ミュージアムショップ～17:00／
磯崎新建築展示室～18:00）
休館日_年末年始

アートプラザ（旧大分県立図書館）

2
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第12回

1993年、愛媛県生まれ。別府市
在住の詩人・エッセイスト。16歳
で自殺未遂、以後車椅子で生
活。詩や短歌、短編小説などを
発表し、コラム執筆やテレビ出
演など幅広く活動している。
2022年、書き下ろし自伝エッセ
イ「しにたい気持ちが消えるま
で」（三栄）を出版し、ヨンデル選
書大賞を受賞。2023年、イラス
トレーター・こっちゃんとのコラ
ボによる絵本「夜空に虹を探し
て」を出版。問い合わせはNPO
法 人こん ぺ いとう企 画 
info@kompeito.orgへ。

「
完
璧
で
な
く
て
い
い
」
の
魔
法

 　
８
月
１
日
、Ｂ
型
作
業
所

「
ぺ
ん
ぎ
ん
ク
リ
エ
イ
ツ
」

を
立
ち
上
げ
た
。「
誰
に
で

も
間
違
え
る
権
利
は
あ
る
・

失
敗
で
き
る
居
場
所
」
を

合
言
葉
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

や
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
を
身
に

つ
け
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
在

宅
で
の
一
般
就
労
を
目
指
す

ち
ょ
っ
と
珍
し
い
事
業
所
だ
。

　
立
ち
上
げ
前
後
、
私
は

必
死
だ
っ
た
。
利
用
者
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け

な
い
、
ス
タ
ッ
フ
に
不
安
を

与
え
て
は
い
け
な
い
。
し
か

し
、
車
い
す
の
身
体
は
私
の

気
持
ち
に
つ
い
て
い
か
な

い
。
連
日
の
準
備
や
手
続

き
で
疲
労
は
蓄
積
し
、
急

に
涙
が
あ
ふ
れ
た
り
、
虚

無
感
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　「
顔
色
悪
い
で
す
よ
」。

心
配
そ
う
に
声
を
か
け
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
、
私
は

「
大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
て

い
た
。
代
表
が
弱
音
を
吐
い

て
は
い
け
な
い―

そ
う
思
い

込
ん
で
い
た
。

　
転
機
は
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ

の
率
直
な
言
葉
だ
っ
た
。「
代

表
が
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る

と
、
私
た
ち
も
そ
の
頑
張

り
に
応
え
な
い
と
い
け
な

い
っ
て
感
じ
て
、
み
ん
な
き

つ
く
な
る
ん
で
す
。
元
気
で

笑
顔
の
代
表
で
い
て
も
ら

え
る
と
、
私
た
ち
も
安
心

で
き
ま
す
」。
は
っ
と
し
た
。

自
分
が
頑
張
り
す
ぎ
る
こ

と
で
、
仲
間
た
ち
に
も
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
た
。

　「
誰
に
で
も
間
違
え
る
権

利
は
あ
る
・
失
敗
で
き
る

居
場
所
」。
そ
れ
は
利
用
者

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
代
表

で
あ
る
私
に
も
当
て
は
ま

る
は
ず
だ
っ
た
。

　
私
は
意
識
を
変
え
た
。

疲
れ
た
と
き
は
無
理
せ
ず
、

深
呼
吸
と
と
も
に
、
今
日

で
き
た
こ
と
、
今
ま
で
の

積
み
重
ね
に
思
い
を
は
せ

自
分
を
労
う
。
そ
ん
な
小

さ
な
変
化
が
、
不
思
議
と

作
業
所
の
空
気
を
軽
や
か

に
し
て
い
っ
た
。

　
自
分
へ
の
優
し
さ
は
、
周

り
の
人
へ
の
ギ
フ
ト
な
の

だ
。
私
た
ち
が
穏
や
か
で

い
る
こ
と
で
、
大
切
な
人

た
ち
も
安
心
で
き
る
居
場

所
を
得
ら
れ
る
。「
頑
張
り

す
ぎ
な
く
て
い
い
」
と
い
う

許
可
を
、
自
分
に
出
し
て

あ
げ
よ
う
。

　
「
人
が
安
心
・
明
野
創
生
」

実
行
委
員
会
と
明
野
地
区

自
治
会
連
合
会
は
10
月
５

日（
日
）、大
分
市
明
野
東
の

あ
け
の
ア
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン
で

明
野
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト「
明
野
の
未
来
に
向
け
て
」

を
開
催
す
る
。

　

大
分
市
の
新
産
都
計
画

に
よ
る
企
業
進
出
で
、社
員

と
そ
の
家
族
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
開
発
さ
れ
た
明
野

地
区
。令
和
７
年（
昭
和
１

０
０
年
）で
60
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、次
の
10
年
に

向
け
て
、明
野
の「
今
」と
こ
れ

か
ら
の「
未
来
」に
向
け
た
想

い
を
、次
の
明
野
を
担
う
若

い
世
代
が
主
役
と
な
り
発

信
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
開
催

さ
れ
る
第
１
部「
明
野
み
ら

い
音
楽
祭
」（
10
時
〜
12
時
）

に
は
、明
野
中
学
校
吹

奏
楽
部
、イ
ー
ス
ト
ウ
ェ

イ
ブ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
、大
分

高
専
軽
音
楽
部
、同
吹

奏
楽
部
が
出
演
。

　

ア
ク
ロ
ス
大
ホ
ー
ル

で
の
第
２
部「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」（
13

時
〜
15
時
）に
は
、地
区

内
の
明
野
中
学
校
、明

野
東
小
学
校
、明
野
西

小
学
校
、明
野
北
小
学

校
の
代
表
が
参
加
す

る
。

次の明野を担う若い世代が想いを発信
明野60周年記念イベント
10月5日（日）あけのアクロスで開催

　

全
国
で
年
間
に
発
生
し
た
火

災
の
う
ち
、
約
半
数
が
建
物
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

死
者
が
発
生
し
た
多
く
は
住

宅
火
災
で
あ
り
、
そ
の
約
７
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

逃
げ
遅
れ
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
か
ら
、
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
火
災
の
出
火
原
因
と

し
て
、
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ
、
電
気

器
具
類
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
の
多
く

は
「
消
し
忘
れ
」
で
す
。
コ
ン
ロ

を
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
こ
と
、
も
し
も
離
れ
る
場
合

は
、
必
ず
火
を
消
す
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
原
因

は
、「
寝
た
ば
こ
」
や
「
灰
皿
の

な
い
場
所
で
の
喫
煙
」
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
灰
皿
の
な
い
場

所
で
喫
煙
し
、
落
ち
た
灰

に
よ
っ
て
火
災
に
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
灰

皿
の
あ
る
決
ま
っ
た
場
所

で
吸
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

電
気
器
具
類
に
よ
る

火
災
は
、
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
特
に
電
気
製

品
の
電
源
コ
ー
ド
や
延
長

コ
ー
ド
等
か
ら
出
火
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
些
細
な
行
動
の

中
に
、
火
災
の
危
険
が
隠

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

裏
を
返
せ
ば
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
に
気
を
付
け
る

こ
と
で
火
災
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
か

ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
予
防
を
お
願
い
し
ま

す
。（
大
分
市
消
防
局
予

防
課
予
防
担
当
班
）

2025年度全国統一防火標語「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」
コンロ、たばこ、電気器具類が出火原因の上位
日常の行動に注意して住宅火災の予防を

◆
両
者
が
同
じ
祠
に
？

　

桃
園
校
区
は
、
多
様
な

組
織
に
よ
る
行
事
が
比
較

的
多
い
地
域
の
よ
う
で
す
。

毎
年
、
城
東
地
区
体
育
文

化
推
進
協
議
会
に
よ
る
「
城

東
春
ま
つ
り
」
が
日
本
製
鉄

の
協
賛
で
開
催
さ
れ
、
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
日

本
製
鉄
の
構
内
見
学
を
兼

ね
て
、
幅
広
い
年
代
の
人
々

が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
も
そ
の
桃
園
校
区
の

お
地
蔵
さ
ん
を
訪
ね
て
散
策

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
づ
い

た
の
は
、
我
が
「
麦
」
仲
間

が
何
気
な
く
お
地
蔵
さ
ん
と

呼
ん
で
い
た
祠
に
、
実
は
お

大
師
さ
ま
と
お
地
蔵
さ
ん
が

一
緒
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
あ
れ
？　

な
ぜ
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
さ
ら
に

散
策
を
続
け
る
と
、
単
体
の

お
地
蔵
さ
ん
の
ほ
か
、
や
は

り
両
者
が
並
ん
で
鎮
座
す
る

祠
も
数
カ
所
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
新
発

見
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
由

来
は
？
と
地
域
事
情
に
詳
し

い
と
思
わ
れ
る
方
に
誰
彼
と

な
く
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。

◆
民
間
信
仰
の
対
象

　

お
大
師
さ
ま
と
お
地
蔵
さ

ん
は
、「
庶
民
の
そ
ば
に
い
て
、

助
け
て
く
れ
る
存
在
」「
子
ど

も
や
旅
人
、
弱
い
立
場
の
人

を
守
る
存
在
」「
村
や
道
端
の

小
さ
な
お
堂
の
祠
に
祀
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
」
と
い
っ
た
共

通
点
か
ら
、
民
間
信
仰
の
場

で
は
村
落
共
同
体
の
守
り
仏

と
し
て
自
然
に
結
び
つ
き
、

同
じ
祠
に
安
置
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
話
を
聞

い
て
、
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど

と
感
心
し
な
が
ら
も
、
さ
ら

に
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

◆
桃
園
校
区
で
も
「
お
接

待
」
行
事

　

前
回
も
触
れ
た
「
お
接

待
」
は
、
も
と
も
と
西
国
三

十
三
所
巡
り
の
風
習
で
あ

り
、
弘
法
大
師
信
仰
と
共

に
、
四
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

桃
園
校
区
で
は
、
単
体
の

お
地
蔵
さ
ん
の
お
堂
で
も
地

区
や
個
人
に
よ
る
「
お
接

待
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、お
地
蔵
さ
ん
で
も「
お

接
待
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？　

と
い
う
の
が

疑
問
点
で
し
た
。

　

お
地
蔵
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
な

京
都
の
地
蔵
盆
の
風
習
が
大

分
に
も
伝
承
さ
れ
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
と
先
祖
供

養
を
祈
る
行
事
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
お
菓
子
や
お

餅
を
配
る
「
お
接
待
」
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
長
い
年
月
を
経
て
、
お
大

師
さ
ま
の
「
お
接
待
」
と
一

体
化
し
て
今
日
に
継
承
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
住
民
の
解
説
に
一
同
う

な
ず
き
ま
し
た
。

（
大
分
大
学
生
が
作
成
し
た

論
文
「
大
分
県
に
お
け
る

『
お
接
待
』
に
つ
い
て
」
が
、

県
立
図
書
館
に
あ
り
ま
す
）

37
…
桃
園
校
区
の
お
大
師
さ
ま
と
お
地
蔵
さ
ん

桃園校区で開かれた「お接
待」の会場。

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
予
定
。
先
着
来

場
者
に
は
、
ラ
イ
ブ
終
了
後
に
行

う
抽
選
会
の
抽
選
券
を
配
布
。

　

■
お
お
い
た
夢
色
音
楽
祭
２

０
２
５ 

10
月
25
日
（
土
）・
26

日
（
日
）
大
分
市
の
秋
を
彩
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
。
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ

大
分 

祝
祭
の
広
場
、
大
分
市
中

心
市
街
地
商
店
街
、Ｊ
Ｒ
大
分
駅

周
辺
、
ふ
な
い
ア
ク
ア
パ
ー
ク
な

ど
、
延
べ
27
会
場
の
ス
ト
リ
ー
ト

ス
テ
ー
ジ
で
、
市
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
約
２
４
０
組
７
６
０
人
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、
ポ
ッ
プ
ス
・

ロ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演

奏
を
繰
り
広
げ
る
、
26
日
夜
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
ナ
イ
ト
・
ジ
ャ
ム
に

は
、「
あ
な
た
に
恋
を
し
て
み
ま

し
た
」
の
ヒ
ッ
ト
で
知
ら
れ
る
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

c
h
a
y 

な
ど
が
出
演
予
定
。

　

■
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
Ｏ

Ｉ
Ｔ
Ａ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
!!!
２
０

２
５ 

10
月
４
日
（
土
）・
５
日

（
日
）、
大
分
市
内
２
カ
所
で
開

催
の
九
州
最
大
規
模
の
自
転
車

イ
ベ
ン
ト
。
４
日
は
、Ｊ
Ｒ
大
分

駅
南
側
の
大
分
い
こ
い
の
道
周
辺

特
設
コ
ー
ス
で
、42
周
（
１
周
１
・

２
キ
ロ
）
の
タ
イ
ム
を
競
う
「
お

お
い
た
ア
ー
バ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク 

ク

リ
テ
リ
ウ
ム
」を
開
催
。
５
日
は
、

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
周
辺
特
設

コ
ー
ス
で
、
13
周
（
１
周
11
・
６

キ
ロ
）、
総
距
離
１
５
０
・
８
キ

ロ
を
走
る
「
お
お
い
た
ア
ー
バ
ン

ク
ラ
シ
ッ
ク 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
を

行
う
。
ク
ラ
サ
ス
ド
ー
ム
大
分

を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点

に
、
明
野
高
尾
や
公
園
通
り
な

ど
の
住
宅
地
内
を
含
む
コ
ー
ス

を
、
選
手
た
ち
が
猛
ス
ピ
ー
ト
で

疾
走
し
て
い
く
。会
場
周
辺
で
は
、

交
通
規
制
が
あ
る
の
で
注
意
を
。

　

■
第
18
回
は
ん
だ
音
楽
ま
つ

り 

10
月
12
日
（
日
）、
高
江
中

央
公
園
で
開
催
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
地
元
判
田
地
区
の
グ

ル
ー
プ
・
個
人
を
中
心
に
、
バ
ン

ド
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
、

ダ
ン
ス
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
。
隣
接
の
お
祭
り
広
場
で

は
、Ｂ
級
グ
ル
メ
屋
台
や
ゲ
ー
ム

注
目
の
ニ
ュ
ー
ス

OITAサイクルフェス !!!（昨年）

おおいた夢色音楽祭（昨年） はんだ音楽まつり（昨年）

市
内
各
地
で
秋
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ー
ト

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
や
夢
色
音
楽
祭
な
ど
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